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8-2 地盤調査結果 

 
 

 

ボーリング位置図 



  資- 40

 

 

 



  資- 41

 

 

 



  資- 42

 

 

 



  資- 43

 

 



  資- 44

 

 



  資- 45

 

 



  資- 46

 

 

 



  資- 47

 

 

 



  資- 48

 

 

 



  資- 49

 

 
 
 
 



  資- 51

8-3 荒天時係船岸前面波浪推算 

 
１．荒天時の波浪推算 （S－M－B 法による波浪推算） 
１）推算式 
 S－M－B 法は、風域が移動しない場合に適用されるもので、風域内の風速、吹送時間、吹送距離

から算出される。風速・吹送距離、風速・吹送時間から得られる波高・周期のいずれか小さいほう

を推算値とする。 
 ① 風速・吹送距離からの推算 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 出典：“港湾の施設の技術上の基準・同解説”平成 19 年 9 月、国土交通省港湾局監修 
 
② 風速・吹送時間との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出典：“港湾の施設の技術上の基準・同解説”平成 19 年 9 月、国土交通省港湾局監修 

図―１ S-M-B 法による波浪予知曲線 
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２）有効吹送距離 
  計画地点における NW 方向の有効吹送距離は、4.8km となる。(表―１、図―２参照) 
  
表－１ 計画地点における 

吹送距離と有効吹送距離 

θ  COS(θ)  Ｆ(km) Ｆ*COS2(θ)

-45.0 0.7071 0.1 0.05
-40.0 0.7660 0.1 0.06
-35.0 0.8192 0.1 0.07
-30.0 0.8660 0.1 0.08
-25.0 0.9063 0.1 0.08
-20.0 0.9397 0.1 0.09
-15.0 0.9659 0.1 0.09
-10.0 0.9848 0.1 0.10
-5.0 0.9962 0.1 0.10
0.0 1.0000 2.1 2.12
5.0 0.9962 2.4 2.38

10.0 0.9848 2.6 2.55
15.0 0.9659 2.9 2.71
20.0 0.9397 3.3 2.91
25.0 0.9063 3.6 2.96
30.0 0.8660 4.4 3.30
35.0 0.8192 37.3 25.03
40.0 0.7660 36.9 21.65
45.0 0.7071 30.9 15.45

Σ 16.90251 81.8

FETCH 4.8

(km)

ＮＷ

 

 

 

 

図－２ 計画地点 

 

 
 
 
３）S-M-B 法による波浪推算 
  風    速： 13 m/s （NW） 
  有効吹送距離： 4.8 km 
  最小吹送時間： 1 時間 
 

H1/3= 0.63m 
T1/3= 2.6sec 

 
２．回折反射計算（荒天時における係船岸前面波高） 
  荒天時における係船岸前面波高を、次頁 図―３に示す。 
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図－３：荒天時における係船岸前面波高 
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